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朝

戦

と

鮮ーー
中ソ
対立の
歴
史
的構造
｜｜

争

は
じ
め
に
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「
ア
ジ
ア
の
冷
戦
構
造」
を
主
題と
し
て
行
な
わ
れた「
国
際
環
境に
闘
す
る
基

礎
的
研
究」
京
都シ
ン
ポ
ジ
ウム
（一
九
七
四
年
ご一
月）
で
の
私の
朗報
告
課
題

は
「
中ソ
対立
の
歴
史
的
構
造
｜｜ア
ジ
ア
の
冷
戦と
中ソ
関
係
（一
九
四
九
｜

五
八
年）

｜｜」
と
い
う
もの
で
あっ
た。
こ
の
課
題につ
い
て
の
私の
研
究
は

い
ま
だ
進
行途
上に
あ
り、
シ
ン
ポ
ジ
ウム
で
の口
頭
発
表の
時
間
も
限ら
れ
て

い
た
の
で、
私の
報
告は、
次の
よ
う
な
内
容に
限
定
した。
すなわ
ち、
「
序、

対
立
の
桃
巡と
歴
史
的土
邸と
し
て
の
モ
γゴ
ル、
”
満州ヘ
新面
そ
し
て
朝

鮮」、
「1、
ヤル
タ
体
制の
ジレ
ソマ
と
米・
ソ・
中・一、
「2、
モ
マハ
ク
ワ
会
談

（ス
タ
l
pγ・
毛
沢
京
会
談）
と
その
背
景」、
「3、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
政
策

ーー
その
大い
なる
誤
算

1lh
「4、
朝
鮮
戦
争と
中
国」
で
ある。
した
が

っ
て、
本
来は、
右の
報
告の
全
体
をこ
こ
に
要約
すべ
きで
あろう
が、
そ
の

よ
う
な
作
業は、
本
誌の
限
ら
れた
紙
数
では
十
分に
な
し
得
ない
の
で、
こ
こ

で
は、
弘の
報
告の
う
ち、
「
朝
鮮
戦
争と
中
国」の
部
分
を
補正
し
て
発
表
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
した
い。

－mγ
u
fj 

中

国

中：

，，鳴：

2嶺：
路
大
学
幼

g雄u

朝鮮
戦
争をめぐる
諸説

すべ
て
を
九
タ
l
リ
ン
の
責
任に
帰
す
る
見
解か
ら、
ひ
た
すら
アメ
リ
カ
の

侵
略と
い
う
方
向に
結
論
を
渇こ
うと
す
る
説
にいた
る
ま
で、
朝
鮮
戦
争に
か

ん
す
る
類
推
的な
新
見
解は、
すでに
出つ
く
した
綴
さ
え
あ
る。
そして、
朝

鮮
戦
争
開
戦の
謎に
か
ん
す
る
研
究
やア
メ
リ
カ
の
アジ
ア
政
策、
政
策決
定
過

程に
か
ん
す
る
研
究
も
すで
に
数
多い
が、
北
朝
鮮と
ソ
述お
よ
び
中
国と
の
関

係
に
か
ん
し
ては、
き
わ
め
て
単
純
な
推
測に
基づ
く
中ソ
協
議
説
も
しく
は
中

ソ
北
鮮三
者
協
議税が
み
ら
れ
るの
で
あっ
て、
こ
の
点
で
の
突
証
的研究
は
ほ

と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
ない
と
い
っ
て
よい。

（l）
 

開
戦の
持H
RAをア
メ
リ
カ
と
南
鮮
側の
意
凶に
求め、
1・
F・
ス
ト
ー
ン
と

ほ
ぼ
同じ
立
場に
立つ
D－
ホロ
ピ
ッ
ツ
も
「
朝
鮮
戦
争の
起る
直
前のワ
シ
ン

トン
と、
極
東の
情
勢が
ど
う
動い
て
い
た
か
を
裂ま
で
見
ぬ
くこ
とは、
比
較

的
資
料が
得
ら
れる
の
で、
ある
程
度
わ
か
るの
だ
が、
共
産
側の
動
きにつ
い

〔2｝

て
は
そ
れ
だ
けの
情
報
も
ない
の
で
まっ
た
く
分ら
ない」
と
述べ
てい
る。

と
こ
ろ
で、
まず
第一
に、
中
ソ
協
議
説
の
う
ち、
もっ
と
も
単
純
な
議
論は、

朝鮮戦争と中国-中ソ対立の歴史的構造-　『国際問題』5月号-1975.05.00



ω 

開
戦
数ヵ
月
ま
え
のモ
ス
ク
ワ
会
談
（一
九
四
九
年一
二
月
｜五
O
年二
月）
で

ス
タ
l
リ
ソ
と
毛
沢
東の
あい
だに
な
ん
ら
か
の
討
議が
あっ
た
は
ず
だと
い
う

（3）

（4）
 

推
測
で
ある。
だが、
こ
の
よ
う
な
推
測は、
わ
れ
わ
れの
検
討
に
よっ
て、
中

ソ
友
好
同
盟
相互
援
助条
約
（一
九五
O
年）
締
結交
渉
を
中心と
したス
タ
ー

リ
ン
と
毛
沢
東と
の
モ
ス
ク
ワ
会
談が、
す
で
に
中ソ
間の
深
刻
な
対立と
亀
裂

を
内
部
的に
も
た
ら
し
て
鋭
航
を
盤ねた
その
其
突が
ほ
ぼ
明
白に
なっ
た
現
在、

ほ
と
ん
ど
根
拠を
失
う
で
あろ
う。

第二
の
ソ
述・
中
国・
北
鮮三
者
協
議
税に
たい
する
批
判は、
信
夫
約三
郎

（5）
 

氏の
詳
細かつ
鋭い
資料
批
判に
よっ
てつ
く
さ
れた
か
に
思
えた
が、
こ
れ
に

た
い
し
て
は、
毛
沢
東が
モ
久
ク
ワ
滞
在
中、
北鮮か
ら
毛の
友
人の
金
特
恋・・

最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
長
を
団
長と
する
使
節
団が一
九
四
九
年一一一
月一一一一

日のス
タ
ー
リン
七
O
歳
誕
生日
祝
賀
使
節
団と
し
て
モ
ス
ク
ワ
を
訪
れて
い
る

（6｝
 

と
い
う
反
証
が
提出さ
れ
うる
で
あ
ろ
う。
だが、
こ
の
反
証
もモ
ス
クワ
会
談

の
経
過を
知っ
た
と
き、
当
時のス
タ
ー
リン
と
毛
沢
東お
よ
び
北鮮
代
表と
の

あい
だに
朝
鮮
戦
争の
発
動
を
H
謀
議u
する
ほ
ど
の
信
頼
関
係が
あっ
た
と
は

と
う
て
い
思わ
れ
ない。

合
同
協
議
説
をと
る
者の
なか
には、
一
九五
O
年二
月
以
降、
人
民
解
放
軍

に
編
入
さ
れて
い
た
朝
鮮
人
部隊が
北鮮
明叫に
編
入
さ
れた
事
実
を
指
摘
する
論

（7）
 

者
も
あ
る
が、
こ
の
点につ
い
て
は、
任
務
を
完了した
朝
鮮
人
兵士
の
北鮮
寧

〈8）

へ
の
当
然の
蒋
編
入
で
あっ
た
と
い
う
見方
が
よ
り
税
州内
的
で
ある。

さ
ら
に
中ソ
協
議
税の
なか
で
自
立つ
意
見は、
モ
ス
ク
ワ
会
談では
ソ
速
が

武
傍
を
提
供し、
中
国が
兵
貝
を
出
すと
い
う
秘
密の
任
務
分
担が
あっ
た
の
で

（9）｝

｛ω）

 

は
ない
か、
と
い
う
もの
で
ある
が、
す
で
に
みた
中ソ
会
談の
経
過に
照し
て、

こ
の
よ
う
な
任
務
分
担
説
も
その
狼
拠が
務弱
な
もの
と
なる。
の
ちに
み
る
よ

うに、
中
国は
今日、
朝
鮮
戦
争
でソ
述は
武
器の
み
を
売
りつ
けた
旨の
批
判

を
行なっ
て
お
り、
もし
も
任
務
分担が
合
意さ
れ
て
い
た
と
し
た
ら、
中
国は

こ
の
よ
う
な
批
判
を
行
ない
得
ない
は
ずで
ある。
また、
五
O
年一
月のコ
ミ

γフ
ォ
ル
ム
と
中
国
共
産
党の
日
共
批
判
を
指
摘し
て、
武
力
解
放
路
線の
国
際

（日）

化と
の
関
連
で
中ソ
が
協
議
した
の
では
ない
か
と
推
測
する
見方
も
あるが、

か
り
に
中ソ
倒
係
以
外の
世
界
革
命
戦
略の
問
題でス
タ
ー
リ
ン
と
毛
沢
東と
の

協
議が
あっ
た
と
して
も、
そ
れは
む
し
ろ
ア
ジ
ア
に
お
ける
武
装
革命
路
線を

｛nv
 

提示
した、
い
わ
ゆる
「
劉
少
脊テ
ーゼ」
の
H
正
統性u
をア
ジ
ア
の
革
命
迎

動に
お
け
る
「
毛
沢東の
道」
と
し
て
よ
う
や
くコ
ミ
ンフォ
ル
ム
が
総
知した

と
い
う
範
闘
を
出る
もの
では
ない
よ
うに
思
わ
れる。

さ
ら
に
「
毛
沢
政の
道」
に
は
武
装
革
命の
側
面と
と
もに、
「
劉
少奇
テ
ー

ゼ」
の
背
公に
なっ
た
劉
少
脊の
有
名な
著
作
『
国
際主
畿と
民
族
主
義』（一
九

凶
八
年）
が
示
すよ
うに、
民
族ブ
ル
ジu
ア
ジ
！
と
の
協
力
路
線の
側
面
も
含

まれて
い
る
こ
と
を
忘
れる
わ
け
には
い
か
ない。

そ
し
て、
「
毛
沢
東の
道」
をチ
ト
l
主
義
だと
批
判
し、
よ
り
過
激
な
武
装

路
線を
提
起
して
い
た
イ
ン
ド
共
産党の
ラ
ナ
ディ
l
ヴ明日
記
長
ら
はげ
五
O
年

（門川｝

三
月、
逆にコ
ミγフォ
ル
ム
か
ら
自
己
批
判
を
迫
ら
れた
の
で
あっ
た。

以
上、
朝
鮮
戦
争と
中
国と
の
関
連
を
中ソ
協
議
説、
中ソ
北
鮮三
者
協
級
鋭、

中ソ
任
務
分
担
税の
枠内
で
考
祭
する
見
方は、
きわ
め
て
無理の
多い
もの
で

ある
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ない。
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朝鮮戦
争
に
か
ん
する
中
国の
不
満

で

は
、

中

国

は

制

桝即

戦

争

勃

発
の

背

景

に

お

い

て

ど

の

よ

う

な

位

置

に

あ
っ

た

の

で

あ

ろ

う

か
。

次

に

こ

の

間

題

に

か

ん

し
、

入

手

し

う

る

か

ぎ

り

の

材

料

を

抑制

め
て
で
き
る
だ
け
突証
的
に
検
討
して
ゆこ
う。

こ

の

点

で

は

ま

ず
、

中

国

が

今

回
、

朝

鮮

戦

争

の

背

後
に

あ

っ

た

ソ

速

を

中

国

と

の

関

係

に

お

い

て

公

然

と

批

判

し
は

じ

め

て

い

る

事

突

に

注

目

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

中

国

が

羽

館

戦

争

で

の

ソ

速

の

立

場

に

い

か

に

強

い

反

発

を

感

じ

て

い

る

か

が

明

瞭

だ

か

ら

で

あ

る
。

中
間の
批判
と
して
は、
は
や
く
も一
九五
七
年七
月一一一一
目、
「
百
家
争
的」

運

動

か

ら

反

右

派

闘

争
へ

急転

し

た

直

後
の

全

国

人

民

代

表

大

会

で
、

民

主

新

党

派

幹

部

が

「

百

家

争

鳴
」

期
の

「

自

由

な

言

論
」

を

H

自

己

批

判
M

さ

せ

ら

れ

た

と

き
、

屯
2・
国

家
国
防
委

員
会

副
主
席が 、
「
向ソ一
辺
倒」
政
策
批
判

をH
自

己

批

判
u

す

る

か

た

ち

で

朝

鮮

戦

争

期

の

ソ

速

の

役

割

り

を

き

び

し

く

批

判

し

た

（1）
 

こ

と

が

明

ら

か

に

な

っ

て

い

る
。

屯
m
訟

は

当

時
、

そ

の

よ

う

な
ソ

連

批

判

を

M

自

己

批

判
M

さ

せ

ら

れ

て
一

時

失

脚

し

て

い

っ

た

の

で

あ

っ

た

が
、

中

ソ

関

係

が

決

定

的

に

悪

化

し

た

の

ち

の

翌

五

八

年
一

二

月 、

彼

は

は

や

く

も

国

防

委

只
に

復

帰

して
い
る。
こ
の
郁
突は、
中
国
当
局が
泡
mdの
ソ
述
批判の
立
場
を
む
しろ
肯

定

す

る

よ

う

に

な

っ

た

こ

と

を

示

唆

し

て

い

る
。

や

が

て
一

九

六

三

年

の

中
ソ

紛

争

期
に

は
、

一

連

の

対

ソ

批

判

論

文

の

な

か

で

籾

鮮

戦

争
当

時

の

中

闘

が

「

い

つ

も

む

し

ろ

自

分

自

身

が

必

要

な

犠

牲

的

重

荷

を

負

い
、

社

会

主

義

を

ま

も

る

最

前

〔2）

線
に

立

っ

て
も、
ソ
速を
第二
戦

線に
おこ
うと
願
っ

て
きた」
と
公
然と
諮
る

よ

う

に

な

っ

た
。

次

い

で

翌

六

四

年

二

月

二

九

日

付

「

中

間

共

産

党

中

央

委

員

会

の

ソ

連

共

産

党

中

央

委

宛

3

筒
」

に

は
、

抗

米

援

制刷

戦

令

に

お

い

て

中

閣

は

「

大

き

な

犠

牲

を

は

ら

い
、

巨

額

の

軍

事

政

を

支

出

し

た
。

：
：
：

私

た

ち

は

そ

の

と

き

の

ソ

述

の

借

款

に

た

い

し

て

元

金

と

利

息

を

返

済

し

て

お

り
：
：
：

い

い

か

え

れ

ば
、



52 

抗
米
援
制
総
争の
さ
い
中
国に
提
供
さ
れ
た
軍
事
物
資も
無
償の
援
助では
なか

（3｝
 

っ
た
の
で
ある」
と
記さ
れた。
ま
さ
に
危
m泌が
かつ
て
語っ
た
内
容と
同
様の

見
解が
ソ
述に
た
い
して
公
式に
表
明
さ
れ
た
の
で
あ
る。
れ胤
近では一
九
七二

年一
月、
日
本の
総
評・
中立
労
連
代
表
団に
た
い
し
中
日
友好協会の
関
係
者

が、
「ソ
速は
死
の
商人
だ。
中
国は
朝
鮮
戦争に
義
勇
軍
を
派
泣
し、
血
を
流

して
絞っ
て
い
る
と
き、
ソ
速は
背
後で
兵
法
だ
け
を
売っ
た。
兵
器の
代
金
を

（4）
 

取
り、
その
うえ、
利
子
ま
で
取っ
た」
と
怒っ
た
こ
と
が、
わ
れ
わ
れ
の
記憶

に
新
しい。
こ
れ
らの
中
岡
側の
発宮は、
朝
鮮
戦
争
期の
ソ
迎に
た
い
し、
み

ずか
ら
人
民
志
願
箪
を
派
逃した
中
国が
い
か
に
激
しい
不
泌を
内
蔵
して
い
た

か
を
物
語っ
て
い
る。
そ
して、
当
時の
中
国の
公
式
諸
報
道に
お
い
て一
九
五

O
年の
建
寧
節
（八
月一
日）
に
は
ソ
連
讃
美に
終
始
して
い
た
中
国
首
脳が、

中
国
参
戦
後の
翌
五一
年の
建
寧
節
では
ソ
述に
まっ
た
く
言
及して
い
ない
事

実
を
知っ
た
と
き、
す
でに
抗戦
中の
中
国がど
の
よ
う
な
対ソ
総
放に
立
脚
し

て
い
た
か
を
容
易に
想
像
する
こ
と
が
で
きる。

と
こ
ろ
で、
中
国
人
民
志
願
寧の
多
戦
動
機につ
い
て
は、
一
九六
O
年に
中

国
参
戦の
背欽に
か
ん
する
委託
研
究
を
まと
め
た
ラ
ン
ド・
コ
ー
ポレ
1
シロ

（5）
 

ン
が、
中
国の
参
戦は
北
鮮との
最
初
か
ら
の
謀
議に
よ
る
もの
で
もソ
速の
圧

（6）
 

カ
に
よる
もの
で
も
な
く、
周
知の
マ
ッ
カ
l
サ
l
験
臨時に
よっ
て
誘
発さ
れ
た

もの
だと
み
な
して
い
る。
しか
し、
よ
り
本
質的
な
理
由は、
当
時の
不
安
定

な
中ソ
関
係の
な
か
で、
も
し
も
中
国の
参
戦が
な
け
れ
ば、
ソ
述
箪が
ふ
た
た

（7）
 

び、
し
か
も
当
時は
親ス
タ
！
日ソ
的
な
高
樹
支
配
下
の
東
北（
満
州）
に
進
駐

し
か
ね
ない
と
い
う
危
険を
中
国
側が
深
刻に
感じ
て
い
た
か
らでは
な
か
ろ
う

か。
と
もか
くエ
ド
ガ
l・
λ
ノ
ー
も
述べ
て
い
る
よ
うに、
人
民
志
願
軍
参
戦

の
結
果、
中国は
国
連か
ら
「
侵
略
者」
の
絡印
を
押
さ
れ、
一
方、
軍
事的に

（8｝
 

は
大
きく
対ソ
依
存
を
強め
ざる
を
得
なかっ
た
の
で
あ
り、
しか
もソ
連は
朝

鮮
戦
争に
直
接介
入
す
る
こ
と
な
く
「
死の
商人」
で
あ
りつ
づ
けた
こ
と
こ
そ、

ニ
置の
意
味で
中
国の
反ソ
感を
強め
て
いっ
た
よ
うに
思
わ
れ
る。
こ
の
よ
う

な
経
線の
なか
で、
中
閣の
台
湾
解
放の
課
題が
無
期
延
期
さ
れ
て
し
まっ
た
こ

と
も
指
摘すべ
き孟
要
な
問
題で
ある。

こ
の
よ
うに
朝
鮮
戦
争は
中
国に
と
っ
て
あ
ま
りに
も
犠
牲の
大
き
な
もの
で

あっ
た。
も
と
よ
り
抗
米
援
朝戦
争に
よ
る
臨戦
体
制の
強
化の
なか
で、
国
内

統一
と
民
族的
団
結が
強
化さ
れた
こ
と
につ
い
て
は、
い
ま
さ
ら
指
摘
する
ま

で
も
ない
が、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
結
果
的
な
w
副
産
物u
で
あっ
た
と
み
な
す

べ
きで
あろ
う。

（1）
「竜怒
代
表
的
発言」『中
務
人
民
共
和
国
第一
応
全
国人
民代
表
大
会

第四
次
会
級会
刊』 、
北
京 、
人
民
出
版
社 、
一
九五
七
年 、
一
四
Oニ
｜

一
四
0＝一
瓦 。
邦
訳 、
日
本国
際
問
題
研
究所・
中
国
部
会
制
『新
中
国
資

料
集
成』
第五
巻 、
四
五一
l凶五

二ペ
ージ 。

（2）
『人民日
報』
『紅
欽』
剣
勝
部
「在
故
φ与
和
平
問
題上
的
商
条路
繊

ll五
蒋
怒共
中
央
的
公
芥
俗」『人
民回
線』一
九六
三
年一一
月一
九日 。

（3）
「
中共
中
央一
九六
四
年二
月二
十
九日
給
拡共
中央的
信」 、
中
国
共

産
党
中央
妥員
会 、
一
九六
四
年二
月二
九日 。

（4）
『
毎日
新聞』
－
九七二
年一
月二
六日
付 、
安
東
特派
員電 。

（5）
0
5ι
Z032←
F
ξ・
円たJ
℃・
］ω』・
邦訳 、
前
掲
也 、
八
九ベ
l

ジ 。
（6）
マ
ッ

カ
l

サ
l

職
略につ
い
て
は 、
さし
あた
り 、

神谷不ニ
『
現
代

国
際政
治の
視
角』
（
第二
章
「朝
鮮
戦
争をめ
ぐっ
て」
お
よ
び
第
三
章

「ト
ル
iマ
γ
とマ
ッ

カl
サl」） 、
布
斐閥 、
一
九六
六
年 、
多照

。

（7）
高
槻・
東
北
人
民
政
府主
席は 、
一
九四
九年
七
月 、
中肉
共
産
党
中

山火
とは
無
関
係にス
タl
リγ

に
招
か
れ
て一my
し 、
「
東
北とy
述
と
の

あい
だの
貿
易
協
定」
を
締
結し
た
ば
か
りで
あっ
た 。
なお 、
荷
崩
と
そ

の
晴朗
治事
件に
つ
い
て
は 、
さし
あた
り 、
中嶋
倣
雄 、
前
掲3 、
一
五
回

ー一
五
六ペ
ー

ジ 、
多
照 。
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筑
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六
年 、
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ージ 。

中
国と
朝鮮
戦
争

朝鮮験争と中国

以
上
の
よ
うに
検
討
して
くると
き、
中
国が
朝
鮮
戦
争の
開
戦に
関
与して

い
た
ど
こ
ろ
か、
む
し
ろ
開
戦その
もの
が
中
間に
とっ
て
まっ
た
く
不
意の
も

の
で
あっ
た
と
思
わ
れる
状況
証
拠を
探
し
出
すこ
と
が
可
能なの
で
あ
る。

ま
ず
第一
に、
五
O
年六
月一一一
O
目、
つ
まり
開
戦
五
日
後に
土
地

霊山芸を

公
布し
た
中
国に
か
ん
し、
土
地
改
革へ
の
中
国
共
産
党の
積
年の
努力と
土
地

改
革を
中
心と
する
圏
内
建設の
重
要
な
意味を
考
え
る
と
き、
中
国が
戦
争を

｛l｝
 

望む
など
と
い
う
こ
とは
ほ
とん
ど
わり
そ
うに
ないこ
と
で
あっ
た。

第
二
に、
こ
の
よ
う
な
国内
建
設の
た
めに
こ
そ、
毛
沢
東は
五
O
年六
月
六

日
の
中
国
共
産
党
第
七
期三
中
全
会
で
「
国
家
財
政
経
済
状
況の
基
本
的
好
転を

か
ち
と
る
た
めに
た
た
かお
う」
と
題
す
る
報
告
を
行
な
い、
一
部の
人
民
解
放

｛2）
 

軍
の
復
員
（
半
時
の
生
産
建
設
へ
の
復
帰）
を
指
示
し
た
の
で
あ
る。

次
い
で
毛
沢
東は
開
戦ニ
目
前の
六
月一一一二
日の
人
民
政
協
会
関
餐
員
会
で
問

（3）
 

会
挨
拶を
行
ない、
戦
争と
土
地
改革
と
い
うこつ
の
試
験の
う
ち
「
戦
争と
い

う
試
験は
基
本
的
に
は
す
でに
過
去に
属
して
い
る」
と
明
白に
語っ
て
い
た
の

（4）
 

で
あ
る。

第
三に
は、
当
時の
中
国に
とっ
て
チベ
ッ
ト
と
台
湾の
解
放と
い
う
中
国
革

命の
放
終目
傑と
して
の
危
要な
関
内
問
題が
残っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る。
五
O

年
四
月
に
海
南
島を、
次い
で
五
月に
舟
山
列
お
を
解
放
した
人
民
解
放
軍は、

次
に
チベ
ッ
ト
と
台
湾
を
解
放
し
な
け
れば
なら
なかっ
た。
チベ
ッ
トは
朝
鮮

戦
争
開
戦
後の
同
年一
O月、
その
解
放に
若
手さ
れた
が、
「
台
湾の
佼
攻が

53 

hsv
 

その
互
計
画さ
れて
い
た
と
い
う
明
白
な
証
拠」
は
数多い
の
で
あ
る。
そ
れ
だ

けに、
同
年一
O
月
下
旬以
降の
中
国
参
戦
につ
い
て
も、
五
O
年一一
月
六
日

（6）
 

の
『
人
民
日
報』
社
説
が
示
してい
る
よ
う
に、
参
戦すべ
き
か
ど
うか
中
間
内

（7〉

部
で
議
論が
あ
り、
介
入
に
反対
する
意
見も
あっ
た
の
で
あ
る。

こ
の
よ
うに
み
て
くる
と
き、
「
毛
沢
東が
六
月二
五
日
以
前に、
わ
ざ
わ
ざ

自
分の
閏を
関
係さ
せ
て
い
た
と
い
う
こ
とは、
ほ
と
ん
ど
あ
り
え
ない
と
恩わ

（自〉
れ
る」、
「
朝
鮮
戦
争の
計
阿と
納
備に
中
間が
干
渉した
と
い
う
明
確な
証
拠は

｛9V
 

ない」
と
い
う
見方は
きわ
め
て
妥
当だと
い
えよ
う。

む
し
ろ
中
国は
開
戦その
もの
に
か
ん
し
て
もμ
寝
耳に
水u
だっ
た
の
では

なか
ろ
うか。
こ
の
点
では、
戦
争
勃
発の
最
初の一
日
に
中
国
側の
放
送
や
新

聞が
なに
ひ
とつ
準
備
さ
れた
報
道
を
な
し
得て
い
ない
こ
と、
開
戦か
ら
二
日

間、
殺
争の
勃
発が
公
式の
メ
ディ
ア
に
お
い
て
報
道さ
れ
て
い
ない
こ
と
な
ど

が
重
要
なヒ
ン
ト
で
あ
る
か
もし
れない。

高
坂正
尭・
桃
井
真共
編

定
価
各二
八
O
O
円

多
極
む
寺
子、

の
戦
略

上・
下

ノJJJ
よ刷ι
，4z
np
ad－
／ν
は除寸
岡H

郊
で

次

世

界

大

戦

後、

新

し
い

兵伎
の

「
力
」

で

あ

る

絞

兵

mw
が

山

税

し

た
。

以

後、

絞
兵

保

ゃ

ん恥

私

力
の

似

出
づ

け
、

同

際
政

治

の

あ

り

刀
が

ど
の

よ
う
に

変

化

し、

ど
の

よ
う

な

万

策
が

必
か

れ

て

き
た

か
。

上

巻
は
こ

札

ら

m
h
刑
制刊
の

侃

起

を

試
み

た
。さ

ら
に

下

巻
で

は
、

一

九

七
0

年

代

に

入
っ

て

現
わ

れ

た

同

際
政

治
の

新

し
い

机

泣
に

対
し
て

弁

川
が
い

か

な

る

悦

泌
を

し

て

さ

た

か
、

そ

し
て

し
つ

つ

あ

る

か

を

ヤ

均

し

た
。

〈国際研究筆書目・
初
各五六0ページ〉
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き
て、
以上の
よ
う
な
検
討
の
の
ち
に、
わ
れ
わ
れは
こ
こ
で
次の
よ
う
な
仮

説に
到
述する。
す
なわ
ち、
朝
鮮
戦
争は
ス
タ
ー
リ
ン
の
ア
ジ
ア
政
策、
中
国

政
策に
か
ら
む
国
際
戦
略の一
環と
し
て
そ
もそ
も
位
置づ
け
ら
れ
た
もの
だっ

た
の
では
なかっ
た
か、
と
い
う
仮
説
で
ある。
そ
して
い
ま
だ
中
国
革
命を
成

し
遂
げたば
か
りの、
ナ
イー
ブ
な
情
熱に
充
ち
満ち
て
い
た
中
闘は、
ス
タ
ー

リン
戦
略に
たい
し
警
戒
的で
あ
り
なが
ら
も、
た
ん
に
中
国
自
身の
相他
国
防
衛

と
い
うさ
しせ
まっ
た
状
況に
よ
る
の
み
な
ら
ず、
社
会
主
義
陣
営の
防
衛と
い

う
切
実
な
使
命
観に
立
脚して、
こ
の
級
争に
参
戦
し
た
の
だが、
結
果
的に
は

ス
タ
l
py
戦
略に
く
み
こ
ま
れ
て
し
まっ
た
の
で
あ
り、
ま
さに
こ
の
よ
う
な

経
絡に
た
い
して
中
国は
強い
不
満を
抱
くこと
に
なっ
たの
では
なか
ろ
う
か。

こ
の
点
で
も
想い
起こ
さ
れる
の
は
五
O
年初
頭の
中ソ
会
談で
あ
る。
す
で

（ω｝
 

に
み
た
よ
うに、
そこ
で
ス
タ
ー
リ
ン
は、
毛
沢
東の
強
烈なナシn
ナ
リ
ズ
ム

に
触
れ、
その
結
集、
自
己の
要
求の
すべ
て
を
受けい
れ
さ
せ
る
こ
とはつ
い

に
で
き
なかっ
た。

一
方、
ア
メ
リ
カ
は
当時
なお
「
中
国チ
トl
化」
政
策
を
完
全に
棄て
去っ

（日）

て
は
い
なかっ
た
だ
け
に、
ス
タ
ー
リ
ン
の
懸
念と
疑
惑は
当
時さ
ら
に
深
まっ

た
よ
うに
恩わ
れ
る。
非公
開
文
献に
よ
る
と
毛
沢
東
自
身、
こ
の
点につ
い
て、

ス
タ
ー
リン
は、「
革
命が
勝
利し
た
あ
と、
こ
ん
ど
は
中
国はユ
ーゴ
ス
ラ
ビ
ア

（ロ）

で、
私がチ
ト
ー
に
なる
の
では
ない
か
と
疑っ
た」
と
述べ
てい
る。
そ
して、

かつ
て
毛
沢
東が
北
京ア
ジ
ア
の
状
況
を
流
動
的
な
混
乱の
なか
に
お
き、
ソ
述

〈口｝

を
抗
日
戦
争に
引
きこ
も
うと
し
た
と
い
うオッ
ト
1・
ブ
ラ
ウ
ン
の
回
想が
正

し
け
れば、
ま
さ
に
そ
れと
は
逆に
朝
鮮半
島と
中
国
本
土に
限
定
で
きる
と
想

定さ
れ
得た
軍
事
紛争に
よっ
て
毛
沢
東
政
権
下の
中
国が
弱
体
化
す
る
と
と
こ

そス
タ
l
リ
γ
戦
略の
盟
ましい
方
向
で
あっ
た
と
い
え
よ
う。
こ
の
点
では、

久
タ
l
リγ
は
当
初
か
ら
朝鮮
戦
争で
の
中
国
参
戦
を
予
想し
得た
の
で
あろ
う

し、
い
ず
れに
せ
よこ
の
よ
う
な
戦
争は、
毛
沢
政
政
権
をいっ
そ
う
強
く
ソ
述

に
依
存さ
せ
る
だ
ろ
う、
と
考え
る
こ
と
も
で
きた。
五
O
年一
月
初
頭
以
来、

朝
鮮
戦
争
勃
発
後
もソ
速が
ひ
きつ
づ
き
関
連
安
保
理
を
ボ
イコ
ッ
ト
しつ
づ
け

た
こ
と
は、
当
時の
中
ソ
関
係
を
知っ
た
と
き、
中
図
示
認とい
う
茨
宕
板
を
か

か
げ
た
ソ
連が
ア
メ
リ
カ
の
介
入
そ
して
中
国の
多
戦
を
計
算
しつ
く
した
う
え

で
の
戦
略
で
あっ
た
と
も
推
測
で
き
な
くは
ない。

その
よ
う
な
背
対の
なか
で
朝
鮮
戦
争は、
ま
さ
に
「
民
族
解放
戦
争」
と
し

て、
朝
鮮
内
部か
ら
発
生
すべ
き状
況
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
うが、
こ
こ
で

仰
鮮
内
部の
状
況は
不
可
欠の
触
媒
でこ
そ
あ
れ、
当
時の
北
鮮がス
タ
ー
リ
ン

戦
略と
無
関
係で
あ
り
得た
と
考え
る
こ
と
も
また
きわ
め
て
非
現実
的
で
ある。

朝
鮮
戦
争が
まさ
に
ス
タ
ー
リン
の
死
後、
中
国の
外
交
的
努力に
支
え
ら
れて

は
じ
め
て
休
戦に
述し、
その
直
後に
北
鮮
での
「モ
ス
ク
ワ・
グ
ル
ー
プ」
許

（μ）
 

・諸
遊
ら
が
粛
治さ
れ、
中
国で
も
朝
鮮
戦
争を
め
ぐる
ソ
速の
戦
略と
の
関
連が

（日目）

深
かっ
た
東
北の
高山間
ら
が
節
的さ
れ
て
ゆ
く
事
実
を
考
え
あわ
せ
れ
ば、
「
実

際、
朝
鮮
戦
争は
ス
タ
ー
リン
の
ソ
速に
よっ
て
始め
ら
れ、
毛
沢
東の
中
国に

（同）

よっ
て
終
結さ
せ
ら
れ
た」
と
もい
え
な
くは
ない。
た
し
か
に
中
国は、
一
九

五
三
年
七
月の
朝
鮮
戦
争
休
戦に
い
た
る
ま
で、
きわ
め
て
多
くの
外
交
的
努力

を
行
なっ
た
の
で
あ
り、
こ
の
よ
う
な
見
方を、
以
上の
よ
う
な
検
討を
通
じ、

さ
らに
朝
鮮験
争
休
戦へ
の
国
際
関
係
史を
通じ
て
み
る
な
らば、
そ
れは
た
ん

なる
推
測の
域を
超
えた
リ
ア
リ
テ
ィ
を
有して
い
る
よ
うに
恩わ
れる。

と
も
あ
れ、
きわ
め
て
底
深い
淵
源に
発
する
ス
タ
ー
リ
ン
戦
略に
中
国
が
く

み
こ
ま
れ．さ
る
を
得なかっ
た
と
思
わ
れる
朝
鮮
戦
争の
背
公こ
そ、
多
く
の
犠

牲と
代
価
を払
わ
ね
ば
な
ら
なかっ
た
中
国の、
きわ
め
て
きび
しい
対ソ
批
判

を
今
日
生み
だ
し
て
い
る
電
裂な
要
紫
だと、
わ
れ
わ
れは
考えてい
る。

（
1
）

こ
の
点
に
つ
い
て
の
G
・
パ

ロ
l
ツ
イ
H
ホ
ル
グ
7
l
ト
の

指
繍
は
き

わ
め
て
鋭
い
。

。
g
元市
可hd一
onNFE
E
0
2
三
Y

hQ
G
。
M
3師。目
ご
2
h・

阿
君
、
ミ
ミ
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。＼
忌ぬ
匂『旬、、
、AW
E－
「D
E03・
ω
RTmH
h仰

ぎ白『rz『
P

E
S－
司
M
3・

邦訳 、
中

的
制
維訳
『
毛沢
東伝』 、
河
出m官房新
社 、
一
九六
九
年 、
ニ

八
六ペ
ージ 。

（2）
毛沢
東
「あ
争
取
国家
財
政経
済
状
況
的基
本
好
転而
闘
争」『新
譜月

報』
第二
巻
第三
期 、
四
八
八
五 。
邦
訳 、
前
掲『新
中
国
資
料集
成』第三

巻 、
一
O六ペ
ージ 。

（3）
毛
沢
東「在
人
民
政
協
第一
届
全
国
委
員
会
第二
次
会
議上
的
閉
幕開」

『新
務
月
報』
第二
巻
第
三
湖 、
五
O三
頁 。

（
4）
凹
8・
ω戸
Eユ
ωny
g
ヨ・
ミ
2
3
1
5
F
Hv
g悶
5コ
ロ
grp
S
SM
－u・

M
g・
邦訳 、
石
川
忠
雄－
wT
松
茂
雄訳
『
毛沢東』 、
紀
伊
国屋也
店 、
一

九
六
七
年 、
ニ一
七ペ
ージ 、

品世間州 。

（
5）

E一
g
ω・
毛主乙
＝悶・
。E・
E．F
3・
NアMM－

（
6）
『
人
民
日
報』
社
論「
為
枠内
庭
我
岡山
対
決
図
侵
略
朝鮮
不
能
位
之
不
忍
？

」

『人
民自
殺』
一
九
五
O
年一一
月六
日。

（
7）

こ
の
点
に
つ
い
て
は 、
汚P
→
Em
JHamO
F
K－
遣
竜丸町内 九句
、三
言
語
Z
QhHa

5・
－一一
5D
F
－『
z

c
z
s－

え
の
ym
g
m
申
司
5
F

5
8・
℃・

ミ日・

邦
訳、

太
田一
郎釈
『ア
メ
リ
カ
の
失
敗』 、
毎
日
新聞
社 、
一
九六
七
年 、
四
五

六ペ
ー

ジ 。

（8）
ωZωユ
ωnyEヨ・
ε・2－T
－u・
Mmω・
邦訳 、
前
ぬ
HU 、
二一
七ベ
l

ジ 。
（9）
〉＝g
仰
ぎ一＝ご3m－
ξ
門町、・4
匂・
8・

（
叩）
－
の
注（
4） 、
参
照 。

（日）
アメ
リ
カ
が 、
い
わ
ゆる
「
中
国チ
トl

化」
致
策か
ら
「中
国喪
失－

治」
の
立場へ
の
転
栴棋
を
明
白に
表
現
し
たの
は 、
中ソ
友
好
同
脱
相互
援

助
条
約締
結二
日
後の一
九五
O年二
月一
六
日の
ア
チ
ソ
ン
国務
長
官
納

税
に
お
い
て
で
あ
っ
た。
間町内・
＝叫コ
ミ
ミ
b旬、～
S
E円
＼．
、。
九山、、均匂』h、b吋、h
 

内』、句た、え
M町ha、、句
ト、s
h同偽可、』司』句匂hv
L「。、
』『、句＝ミぬ、句
、汁、
吋a喝民。、w句～
伺ミ、

』吋2
芯角吋
匂τ』町師
bし宅
『』弓
九叫向円、。、b
‘、』
。＼
九叫～。、偽喝．
可町守、．之内崎
、し宅
同町・
』UMロ・

0内
回出・

ユ－32d－
。『
ω
g
z・
与
さ
242”と
可。
Z九h、旬
、。h
q～
句。
之内
b。町時
三句、湿
な”

』uuo
l』U
8・
2
2
Jヘロ『r・
〉
言。
】U
S
F
HU叶
ア
〈OF
－－
ヨ・
や4
5・

（ロ）
毛
沢
来
「在八
郎
十
中
全
会上
的
成
括的」
（－
九六
二
年九
月二
四
日） 、

『
毛
主
席
対
形 、
刻 、
夜 、
周
反
党
集
団
的
批
判』（
内
部
文
件・
注
意
保
存） 、

所
収。

（
日）

O→40
切
宮司＝・
ズ
ミ白2
2
5
ω白
ヨ
52A
SUN
－－
3
3・
コo
E4
5』国
プ

ヨonR回P
HU叶品”
円4，℃－M】品lN】口・
お
よ
び
「オッ
トl・
プ
ラ
ウソ
は
滞

る

｜｜毛沢
東は
い
か
に
権力を湿
っ

た
か」
『昭如来の
諸
問
題』
第
三
巻

第二
号
（一
九
七四
年六
月
三

（

M
）

貯
務
位（甲山O
穴円dlF）
の

繍
消
に
つ
いて
は

、
さし
あ
た
り 、
柏町内
刃。r
E

〉－

ω2
5
5
2
E
【U
S
E
－ω
子
戸
2
h
23と旬、
ミ
2
5
ミ内
3
p
回市『rn－
G－

C三〈・
。『
内ωEoヨE
】M
55・】
ミM・
－Y
ム｛）P
℃・日｛）ロ－

（お）
ニ
の
注（
7） 、
参
照。

（
時
）

の
g『mm

p
g門NFl］『
3
ミロ
ニ
了

毛・

ミ
了
℃

M
3・

邦
訳、

前
掲
占、
二

九
0ペ
ー
ジ 。

国際問題・
編集部

本
特
集
に
収
録
さ
れ
た
各
論
文
は 、
文
部
省
科
学
研
究
吹
補
助
金
〔
特
定

研
究
ω〕
に
よ
る
『
肉
際
環
境F山
関
す
る
処
礎
的
研
究』（
主
査・
林
健
太
郎

東
大
学
長）
が 、
昨
年
（
昭
和
四
九
年）
一
一一
月
四 、
五
日
の
両
日 、
京
都

会
館
で
行
な
っ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
の
冷
戦
構
造」
に 、
各
セ
ッ

シ

ョ
ン
の
報
告
者
が
徒
出
し
た
ペ
ー

パ
ー

を
も
と
に 、
各
自
補
筆・
訂
正
を
加

え
て
い
た ．
た
い
た
も
の
で
あ
る 。
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